
高橋祥二さんと地域おこし協力隊の髙橋里佳さん、田村颯さんに今年の抱負を伺
ったところ、高橋祥二さんは「去年は、ぶどうが病気になり大変な思いをした。今
年は、草刈りやトリミングなどを徹底し、昨年以上のぶどうを収穫したい。」、髙
橋里佳さんは「今年は、ブドウジュースもメインとして、ワインとの２本柱を継続
できるようにしていきたい。」、田村颯さんは「去年１年間の農作業支援を通して
至らない部分や課題があったので、
今年に活かしていきたい。」と語っ
ていただきました。
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高橋農場の令和２年産ぶどうを醸
造したワインが完成し、農場長の高
橋祥二さんと農作業支援を行ってい
る地域おこし協力隊２名がワインを
持参し、善岡市長へ報告しました。
市長との対談の中で、高橋祥二さん
から「ワインは元々やせている土地
で肥料等を使用して作られてきたが、
砂川は肥沃な土地なのでその味を出
したくて、肥料等は使用していない。
また、ぶどうを作付けした当時は、
気温や日照時間が足りなかったが、
ここ数年で北海道の気候がワイン作
りに適してきた。」とお話いただき
ました。

高橋祥二さん・地域おこし協力隊と
完成したワインを手にした善岡市長

善岡市長と対談

ワインの
ラベルです


